
（別紙１） 

学生・西区連携まちづくり活動助成 活動報告書 

活 動 名 三水園（押部谷）の梨、ありったけ使うしかなし！！ 

団 体 名 神戸学院大学 現代社会学部 菊川ゼミ 

目 的 

本活動では、食品加工に利用できる梨とそうでない梨を、食品製造とそ

の他の農業利用の 2 種類に分けて、余すことなく活用を行うことで、再

度地域資源としての利活用を目指すものです。また、その過程では SNS

や学園祭などでの PR も予定しており、情報発信も積極的に行い、その

活用法を示すことで、継続的に三水園（押部谷）の梨を利活用できる仕

組み作りを目指します。 

活 動 概 要 

1)規格外梨を活用した食品加工技術の開発 

兵庫県立農業高等学校と連携し、規格外梨の食品加工を行っています。

梨の風味を活かしつつ、加工によって付加価値がつくように、様々な加

工品に挑戦しました。 

2）規格外梨を活用したアロマ蒸留試験 

梨独特の甘く爽やかな方向を、精油として回収できないか、水蒸気蒸留

に挑戦しています。これが成功すれば、日用品として梨のアロマキャン

ドルやフローラルウォーターを利用することができます。材料を細かく

裁断し、蒸留釜に入れて、約 90 分間加温し、水蒸気蒸留法によって抽

出液を得ました。 

3）産地の PR に向けた取り組み 

規格外の梨を活用することはもちろんですが、こうした取り組みに加え

て、梨園を PR するために、ポスターやチラシを製作しました。2022 年

9 月 10 日（土）はネッツ夙川店で、梨の販売会も開催。多くの方にお

越しいただき、50 袋の梨が売れました。 

4)規格外梨を活用した堆肥化試験 

規格外梨の加工や精油制作に使用できない梨を、その他の地域資源と組

み合わせて堆肥化する取り組みを行っています（現在経過観察中）。 

参 加 者 数 20 人 対 象 地 域 神戸学院大学、三水園 

活動の効果 

本活動を 7 月より開始し、8 月には産地の PR を兼ねたポスター制作、

配布を行いました。また、阪神間での販売活動により、多くの方に神戸

三水園の存在と、高品質の梨について周知することができました。9 月

からは、兵庫県立農業高等学校とも連携を図り、規格外梨の食品加工に

も着手しました。 



活動の効果 

またアロマとしての活用、堆肥としての活用試験も実施しています。こ

うした規格外梨の利用モデルを、一部ではありますが構築し、関係機関

と連携したプロジェクトとすることができました。 

活 動 経 過 

令和 4 年 8 月～梨園ポスター制作、関係者協議 

9 月～ネッツテラス夙川での梨販売、神戸学院大学職員向けの梨の PR、 

兵庫県立農業高校と連携した食品加工方法の摸索、アロマ精油の抽出試

験 

10 月～産地、本学、農業高校の 3 者協議、堆肥化の研究デザイン構築 

11 月～規格外梨の堆肥化試験および食品製造（梨ジャム、コンポート

等）の試作 

関 係 団 体 神戸三水園、兵庫県立農業高等学校 

今後の展望 

本プロジェクトでは、神戸市西区の三水園と連携して、規格外梨の活用

を模索し、全国のモデルケースと成るような実践的な取り組みを開始し

ました。まだまだ課題は多いですが、廃棄される梨が少しでも地域内で

「資源」として利活用され、また食品加工によって付加価値が付けられ

るよう、そして梨の販売期間以外でも三水園の梨を全国に PR できるよ

うに活動を継続していきたいと思います。こうしたモデルケースの一部

として今回の活動について様々な媒体に周知できたと考えております。 

そ の 他  

 














